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スマートフォンの利用動向と中期予測
モバイルコンピューティング 推進コンソーシアム

（MCPC）とインプレスR&Dが2011年9 〜 10月に実施
した共同調査に基づき、MCPCが行った推計（＊1）では、
スマートフォンの2012年3月末（2011年度）における契
約数は前年比171％増の2714万契約（個人2546万契
約、企業168万契約）と急成長を遂げる見通しだ（資料
5-1-1）。スマートフォンは2011年度の日本市場において
最大のヒット商品である。

2011年度にスマートフォンが急成長した要因には、第
1にアップルのiPhone 4Sだけでなく、Android搭載ス
マートフォンなどが多数投入され、機種が拡大したこと
がある。第2にフィーチャーフォン向けサービス（携帯
ゲームなど）でスマートフォン対応が進展し、スマート
フォンへの移行障壁が低下したことがある。第3に豊富
なアプリ（iPhoneの場合は50万タイトル以上）があり、第
4にスマートフォン専用クラウドサービスなどが提供さ
れ、スマートフォンの魅力をさらに高めていることも要因
としてあるだろう。クラウドサービスを利用することで、
メール、コンテンツ、各種データをクラウド上に保管でき、
タブレット端末やパソコンとの情報共有が容易になるだ
けでなく、AR（拡張現実）、秘書（コンシェルジュ）機能な
どこれまで存在していなかったサービスも利用できる。

今後もスマートフォンは成長を続け、2017年3月末
（2016年度）の契約数は、8456万契約（個人7755万契
約、企業701万契約）に達すると予測している。契約数
が年平均40％以上で拡大を続けるため、スマートフォン
向けのアプリ、音楽、ゲーム、動画、電子書籍などのコン

テンツ配信市場も急成長するだろう。
個人、企業で比較すると、個人の契約数の成長率が

高い。2011年度は個人市場を中心にスマートフォンは
拡大したが、セキュリティー対応、業務用アプリケー
ションやクラウドサービスが充実するに伴い、企業の契
約数も伸長すると考えられる。

出荷台数は 2年周期で成長率を増減
スマートフォンの出荷台数について見ると、2011年

度は前年度比193％増の2004万台（個人1904万台、企
業100万台）となる見通しである（資料5-1-2）。個人につ
いては、前年度の3倍以上である。企業については、
27％増と、個人ほど高くはないものの、成長が鈍化した
IT業界の中では高い増加率である。

2013年度以降について見ると、個人は2012年度に急
増した影響を受け、2年周期で成長率を増減させながら
増加する。携帯電話では2年契約が主であるため、2年後
に買い替え需要が発生することが影響している。2016年
度は3294万台となる見通しである。法人はほぼ20％増
台で成長を続け、2016年度は265万台となる見通しだ。

タブレット端末の利用動向と中期予測
タブレット市場もスマートフォンと同様、アップルに

よって形成された。2010年5月（米国は4月）にiPad、
2011年3月にはiPad 2、2012年3月には「新しいiPad」
が発売されるなど、新機種が毎年投入され、いずれも成
功を収めている。

iPadが成功した背景には、ARMアーキテクチャーを

スマホは2016年度に8456万契約、出荷台数3559万台
タブレット端末は出荷台数1510万台に達すると予測
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用いたシステムオンチップやフラッシュストレージといっ
た最新技術を採用する半面、マルチタスキング、USBな
どの機能を削ぎ落とすなど、利用用途を追求した徹底
した設計思想がある。パソコンと比較すると、インスタ
ントオン（電源投入後すぐの動作開始）が可能で、連続
駆動時間が10時間と長く、しかも重さも700g以下と軽
い。これによりメール、ネット閲覧、ゲーム、ビデオなど
が素早く、手軽に、どこででも利用できるのが魅力だ。
さらに、iTunesやアプリなど既存の資産が活用できる
こと、（今のところ）ウイルス対策が不要であることも、
普及理由のひとつであろう。

iPadの成功に続き、タッチパネル対応のWindows 7、
Android OSやBlackBerry OSを搭載したタブレットも
続 と々発売され、タブレット端末市場は拡大してきている。

MCPCの行った推計では、2011年度のタブレット端
末の出荷台数は、前年度比102％増の260万台である

（資料5-1-3）。個人は112％増の242万台、法人は24％増

の18万台と推計している。2016年度は1510万台で、
2010年度から2016年度までの平均増加率は51％増と
急拡大する見通しだ。個人は1370万台で平均増加率は
51％増、法人は140万台で平均増加率は46％増である。

また、タブレット端末は通常は、携帯電話（3G）とWi-Fi
あるいは、Wi-Fiのみの通信機能を持つ。携帯電話（3G）
の契約を持つ出荷台数を推計すると、2010年度は44万
台（個人37万台、法人7万台）である（資料5-1-4）。2011
年度は97%増の87万台で、個人は111％増の78万台、
法人は24%増の9万台と予測される。2016年度は986万
台となる見通しであり、2010年度からの平均増加率は
68%である。そのうち個人は442万台で平均増加率
68%、法人は70万台で平均増加率は64%である。法人
利用のタブレットは携帯電話（3G）回線の利用率が高い
ため、法人向けの出荷台数の割合が多くなっている。

（＊1） MCPC「スマートフォン/タブレット市場の中期予測について」（2012年11
月25日）

資料5-1-1　スマートフォン累計契約数の予測
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資料5-1-2　スマートフォン出荷台数の予測
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資料5-1-3　タブレット端末における出荷台数の予測
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資料5-1-4　タブレット端末における出荷台数（3G）の予測
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